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文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
の
小
山

内
伸
ゼ
ミ
が
10
月
28
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
女
子
力

向
上
委
員
会
』
を
上
演
し
た
。
会
場
の

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
２
０
１
に
は
、

２
年
ぶ
り
の
ゼ
ミ
公
演
を
楽
し
み
に
し

た
学
生
や
教
職
員
が
駆
け
つ
け
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
演
技
や
歌
を
堪
能
し
た
。

　
演
劇
の
分
析
手
法
や
劇
評
の
書
き
方

な
ど
を
学
ぶ
小
山
内
ゼ
ミ
で
は
、
学
修

の
一
環
と
し
て
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
毎
年
上
演
。
今
作
は
２

０
１
８
年
度
に
「
音
楽
劇
」
と
銘
打
っ

て
披
露
し
た
演
目
で
、
今
回
、
現
ゼ
ミ

生
が
新
た
に
作
詞
・
作
曲
し
た
５
曲
を

加
え
、
本
格
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し

て
再
演
し
た
。

　
物
語
の
舞
台
は
、
伝
統
と
格
式
あ
る

高
校
の
茶
道
部
。
部
員
が
女
子
力
と
は

何
か
を
巡
っ
て
対
立
す
る
な
か
、
あ
る

秘
密
を
抱
え
た
男
子
生
徒
が
入
部
し
て

く
る
。
そ
こ
で
巻
き
起
こ
る
騒
動
と
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
主
人
公
の
姿

を
、
テ
ン
ポ
の
良
い
会
話
の
応
酬
で
軽

や
か
に
表
現
。
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ー
ン
で

は
客
席
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
声
が
あ

が
っ
て
い
た
。

　
性
別
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
ら

し
い
生
き
方
を
し
た
い
と
望
む
男
子
生

徒
を
演
じ
た
池
本
昴
さ
ん
（
２
年
次
）

は
「
女
性
の
仕
草
や
声
色
を
研
究
し
て

役
作
り
を
し
た
。
本
番
で
は
セ
リ
フ
の

言
い
間
違
い
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
役
者

同
士
で
カ
バ
ー
し
合
い
、
無
事
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
達
成
感
を

に
じ
ま
せ
た
。

　
演
出
を
担
当
し
た
岡
菜
優
美
さ
ん

（
４
年
次
）
は
「
４
回
し
か
全
体
練
習

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
が
、
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
つ
く
り
上
げ
た
。
そ
う

し
た
一
体
感
が
、
高
校
の
部
活
動
を
舞

台
に
し
た
物
語
を
表
現
す
る
う
え
で
プ

ラ
ス
に
働
い
た
と
思
う
。
演
出
担
当
と

し
て
、
学
年
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー
を
ま

と
め
る
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
手
応

え
を
語
っ
た
。

　
公
演
後
、
小
山
内
教
授
は
「
会
話
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
つ

く
り
、
観
客
の
前
で
上
演
す
る
と
い
う

経
験
を
通
じ
て
、
演
劇
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
く
れ
た
と
思
う
」
と
話
し

た
。

　
公
演
の
映
像

は
、
小
山
内
ゼ

ミ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
当
面
公

開
す
る
。

　
経
営
学
部
・
中
村
世
名
ゼ

ミ
の
町
田
チ
ー
ム
が
、
第
17

回
販
促
会
議
企
画
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
（
販
促
コ
ン
ペ
、

株
式
会
社
宣
伝
会
議
主
催
）

で
学
生
賞
を
受
賞
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
町
田
雄
飛
さ
ん
、

河
野
来
美
さ
ん
、
植
木
日
南

乃
さ
ん（
い
ず
れ
も
３
年
次
）

は
、「
苦
労
し
て
練
り
上
げ
た

企
画
な
の
で
、
努
力
が
報
わ

れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
の
自

信
に
な
る
」と
喜
ん
で
い
る
。

　
販
促
コ
ン
ペ
は
、
企
業
か

ら
出
さ
れ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
題
に
、
解
決
策
の
ア
イ

デ
ア
を
企
画
書
形
式
で
応
募

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
広
告
ク

リ
エ
ー
タ
ー
や
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
、

今
回
は
16
課
題
に
対
し
て
５

０
０
０
点
以
上
の
応
募
が
あ

っ
た
。
プ
ロ
の
企
画
が
大
多

数
の
な
か
、
町
田
チ
ー
ム
は

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
29
点
に
残

り
、
学
生
賞
に
選
ば
れ
た
。

　「
ア
ル
ビ
オ
ン
の
ス
キ
ン

ケ
ア
化
粧
品
を
ア
ル
ビ
オ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
試
し
た
く
な
る

ア
イ
デ
ア
」と
い
う
課
題
に
、

３
人
が
提
案
し
た
企
画
名
は

「
肌
数
値
で
運
試
し
」。
店
頭

で
の
肌
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
た
参
加
型
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
で
、
水
分
量
と
油
分
量

の
測
定
数
値
が
、
当
選
番
号

と
一
致
し
た
客
に
商
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
審
査
対
象
は
Ａ
４
用
紙
10

枚
以
内
の
企
画
書
の
み
。
河

野
さ
ん
は
、「
伝
え
た
い
内
容

の
う
ち
、
ど
こ
に
重
点
を
置

き
、
規
定
枚
数
の
中
で
ど
う

表
現
す
る
か
が
、
と
て
も
難

し
か
っ
た
」
と
話
す
。

　「
何
十
個
も
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
試
行
錯
誤
の

末
に
企
画
を
完
成
さ
せ
た
」

と
振
り
返
る
の
は
町
田
さ

ん
。
植
木
さ
ん
は
、「
顧
客
の

潜
在
的
欲
求
を
深
堀
り
し
て

課
題
を
解
決
す
る
楽
し
さ
を

学
べ
た
」
と
、
充
実
の
表
情

を
見
せ
て
い
た
。

　
商
学
部
・
奥
瀬
喜
之
ゼ
ミ

４
年
次
の
２
チ
ー
ム
が
、
日

本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
の

「
第
14
回
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２

５
」
で
Ｕ
24
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ

ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会

の
大
規
模
な
研
究
大
会
で
、

今
年
度
は
10
月
12
日
、
法
政

大
学
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
奥
瀬
ゼ
ミ
は
、

Ｕ
24
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
。
ボ
ー
ド
に
掲
示
し

た
ポ
ス
タ
ー
（
報
告
書
）
を

も
と
に
、
研
究
成
果
の
発
表

や
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　
小
松
明
日
香
さ
ん
、
塩
澤

ま
な
み
さ
ん
、
山
川
真
奈
さ

ん
、
山
口
愛
未
さ
ん
は
、
値

引
き
シ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を

涙
目
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
変

更
し
た
結
果
、
購
入
率
が
上

昇
し
た
事
例
に
着
目
。
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
涙
が
消
費
者
の

援
助
意
欲
や
購
買
意
欲
に
与

え
る
影
響
と
、
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。

　
柳
沢
琉
水
さ
ん
、
池
原
妃

香
さ
ん
、
杉
崎
結
菜
さ
ん
、

山
中
桃
音
さ
ん
は
、
商
品
へ

の
こ
だ
わ
り
が
低
い
消
費
者

の
場
合
、
罪
悪
感
の
喚
起
が

購
入
意
向
を
高
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
研
究
成
果
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
に
際
し
て
は
、
レ
イ
ア

ウ
ト
や
配
色
、
言
葉
遣
い
に

も
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
ん
な
２

チ
ー
ム
の
ポ
ス
タ
ー
は
会
場

で
の
注
目
度
も
高
く
、
多
く

の
参
加
者
が
足
を
止
め
、
ゼ

ミ
生
た
ち
の
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
に
精

通
し
た
会
員
の
投
票
で
決
ま

る
。
今
回
の
結
果
を
受
け
て

８
人
は
、「
高
評
価
を
い
た
だ

け
て
光
栄
。
第
一
線
で
活
躍

す
る
実
務
家
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
刺
激
と
示
唆
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
」「
３
年
次
に

参
加
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

望
ん
だ
結
果
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
最
終
年
次
に
よ

う
や
く
入
賞
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
パ
ヴ
ェ

ル
・
ヨ
ゼ
フ
・
シ
ャ
フ
ァ
ー

リ
ク
大
学
か
ら
文
学
部
長
で

も
あ
る
レ
ナ
ー
タ
・
パ
ノ
ツ

ォ
ヴ
ァ
教
授
を
招
い
た
講
演

会
が
10
月
24
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

日
本
語
学
科
の
学
生
ら
が
、

普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い

ス
ロ
バ
キ
ア
の
文
化
や
言
語

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
前
半
は
同
国
の
人
口
や
国

土
、
建
築
、
自
然
、
食
べ
物
に

つ
い
て
、
後
半
は
パ
ノ
ツ
ォ

ヴ
ァ
教
授
の
専
門
で
あ
る
言

語
学
の
語
彙
論
に
つ
い
て
、

英
語
で
講
演
し
た
。
丸
山
岳

彦
教
授
が
進
行
役
を
務
め
、

適
宜
解
説
を
加
え
た
。

　
ス
ロ
バ
キ
ア
語
に
は
三
つ

の
文
法
上
の
性
（
男
性
／
女

性
／
中
性
）
が
あ
り
、
膨
大

な
数
の
活
用
形
が
あ
る
。

「
各
家
庭
に
は
現
代
語
の
辞

書
や
文
法
書
が
あ
り
、
幼
少

期
か
ら
学
び
始
め
る
」
と
い

う
話
に
、
学
生
た
ち
は
驚
き

の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　
母
音
を
一
切
含
ま
な
い
ス

ロ
バ
キ
ア
語
の
発
音
に
も
挑

戦
し
、
学
生
た
ち
は
日
本
語

と
の
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら

体
感
し
た
。

　
参
加
し
た
３

年
次
生
は
、「
ス

ロ
バ
キ
ア
語
と

自
分
が
専
攻
す

る
ド
イ
ツ
語
で

は
共
通
点
も
多

い
一
方
で
、
名

詞
に
活
用
が
あ

る
と
こ
ろ
な
ど

は
と
て
も
珍
し

い
と
感
じ
た
。

言
語
学
に
興
味

が
あ
る
の
で
、

参
考
に
な
る
話

が
聞
け
て
良
か

っ
た
」
と
話
し

た
。

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
女
子
力
向
上
委
員
会
」上
演

「女子力とは何か」を巡り、軽妙な会話が繰り広げられた

全７曲のミュージカルナンバーを披露

文・小山内ゼミ

経
営
・
中
村
ゼ
ミ

第
17
回
販
促
コ
ン
ペ
で
学
生
賞

河野さん、町田さん、植木さん（左から）

Ｕ24ベストポスター賞の奥瀬ゼミ２チーム

商・奥瀬ゼミ
Ｕ24ベストポスター賞
マーケティングカンファレンス2025

　11月25日、生田キャンパス10号館１階のアカデミーモールで

学生部主催の秋のミニコンサートが開かれた。スウィングジャ

ズ研究会が『Take the“A”Train』『Moon River』など４曲を演

奏＝写真。多くの学生が足を止めてジャズの名曲を楽しんだ。

　12月10日は吹奏楽研究会が出演し、心地よいアンサンブルを

披露した。

スロバキアの文化や言語を紹介するパノツォヴァ教授

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
日
本
語
学
科

ス
ロ
バ
キ
ア
の
文
化
と
言
語
学
ぶ

ス
ロ
バ
キ
ア
の
文
化
と
言
語
学
ぶ

【
小
山
内
ゼ
ミ
Ｈ
Ｐ
】


